
学校番号 １０２ 

令和３年度 美術科 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「高校生の美術１」 

副教材等  なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

〇創造的なプロセスとして「表現すること」と「思考すること」は対としてひとまとまりであるという

考えから、各自が表現するだけでなく、表現する主題と内容そして表現の方法について考え議論する

機会を多く持ちます。 

〇身近な生活の中にも、あなたと世界とのつながりが沢山存在しています。学校の授業、友達との会話、

地域での出会い、本や新聞、テレビを通して知り、感じたこと、自分自身の体験から感じたことなど、

自由な題材であなたの想いを伝え,表現してください。 

○美術は特別なものではなく、老若男女、人種や国境も超えて、病気で苦しんでいる人や、障がいを持

つ人も、すべての人が共有できるものです。美術を通して、感動を生み、心豊かに生活する術を一緒

に考えていきましょう。 

〇自分の考えを解りやすく伝える技術や、多種多様なアイデアや価値観を柔軟に取り入れ、より良いも

のへ再構築する技術など、凡庸的な力をつけるためのトレーニングをします。 

○絵画、彫刻、デザイン、工芸などを通して、自己の生成したイメージを創造的に表現したり、作品の

よさや美しさ、作家の心情や表現意図を鑑賞できるなどの美術の諸能力を育成します。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、 

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。  

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:美術への関心･意欲･態度 b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

課題に興味を持ち、内

容を理解し、意欲的に

コミュニケーションに

参加している。 

美術の創造・表現活動

の喜びを味わい、多様 

な考え方、表現方法や

美術文化に関心を持

ち、主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取り組

もうとしている。 

 

直観を大切にしながら

も、作品のどこからそ

う感じるか、その根拠

を具体的に分析してい

る。 

感性や想像力を働か 

せて、感じ取ったこと 

や考えたこと、目的や 

機能、美しさなどから 

主題を生成し、創造的 

な表現の構想を練って

いる。 

見聞きしたものをそ

のまま受け取るので

はなく、客観的・分析

的に捉えることでひ

とつの物事から多種

多様な表現の方法を

導き出せる。 

創造的な美術の表現 

をするために必要な 

技能を身に付け、意 

図に応じて、表現方 

法を工夫している。 

美術作品等の表現の

工夫や美術文化等を

理解し、そのよさや美

しさを創造的に味わ

っている。なんとなく

ではなく、意識的に、

隅々までみることが

できる。自分の解釈を

導きだし他者の意見

を受けてさらに思考

を巡らせ新たな解釈

を構築する。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート  

鑑賞活動やグルー プ

ワークの様子 

自己評価・相互評価 

ワークシート  

アイデアスケッチ 

エスキース 

合評会での発言内容 

制作途中の作品、作品 

制作途中の作品  

ワークシート 

合評会での発言内容 

作品 

自己評価・相互評価 

観察、ワークシート 

鑑賞活動やグループ

ワークの様子 

合評会での発言内容 

自己評価・相互評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

美
術
っ
て
何
だ
ろ
う 

【鑑賞】【絵画・彫刻】 

◇オリエンテーション 

何ができるようになるか 

・人が気づかない魅力や美し

さ、面白さや問題を発見する

観察力を磨く。 

・物事を様々な角度から観察

し、考えることができる。 

・０から１を生み出せる。 

・自分一人でできないことは、

ネットワークで解決できる。 

・できない理由よりも、「どうや

ったらできるか？」を考えるこ

とができる。 

何を学ぶか 

・教科書等を鑑賞し、多様な

表現方法を学び、「美術Ⅰ」

の学習イメージを持つ。 

・言葉やあらゆる表現方法を

駆使し、自分の思いや考え

を的確に表現する方法。 

・多様なアイデアや情報を積

極的に取り入れ、シナジー

効果を発揮する。 

どのように学ぶか 

・アクティブラーニング（知識

の伝達だけでなく、生徒がお

互いに刺激を与えながら主体

的に学習するスタイル） 

社会と美術とのかかわり 

・美術によっていかに社会を

活性化できるかを、表現や

事象を時代に結び付け、考

える。 

 

◇クロッキー 

鉛筆の削り方、持ち方、画面

構成等、クロッキーの基礎を

学ぶ。 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

〇 

 

 

 

a:多様なアイデアや表現に関

心を持ち、これからの学習に

意欲を高めている。積極的に

コミュニケーションに参加

している。自分の解釈を導

きだし他者の意見も興味

を持って傾聴し、さらに

思考を巡らせ新たな解釈

を構築する姿勢がみられ

る。 

 

 

b:美術作品などのよさや美し

さ、コンセプトを感じ取り、

思索し、美術の働きや文化歴

史についての理解を深め、自

らが経験した学習の過程を

他者と共有するなど、ピア・

ラーニングが実施できてい

る。 

 

ｄ: 美術作品等の表現の工

夫や美術文化等を理解

し、そのよさや美しさを

創造的に味わっている。 

 

ｃ:クロッキーの目的を理解

し、鉛筆の特性を生かして表

現している。また、対象をよ

く観察し、形態の特徴をつか

み、構成や視点などを工夫し

ている。 

 

学習活動の

様子 

 

鑑賞活動 

の様子や 

発言内容 

 

グループワ

ークの様子 

 

ワークシート 

 

制作の 

様子 

 

作品 



一
学
期 

対
話
型
鑑
賞 

【鑑賞】 

◇VTS（Visual Thinking 

Strategies） 

  アートを通じて鑑賞者

／学習者の「観察力 

（みる）」「批判的思考

力（考える）」「コミ

ュニケーション力（話

す・聞く）」を育成す

る教育カリキュラム。 

 一方通行の情報提供で

はなく鑑賞者が自分の

思考を通して作品を理

解することを促すため

に、鑑賞者同士のディ

スカッションが主体。 

 

◇ブラインド・トーク 

  ディスクリプション 

（言葉で作品を描写する 

こと）のトレーニング。 

目隠しをしたバディー

に、客観的事実の丁重な

記述と、それに基いた創

造的な解釈で、どのよう

な絵が描かれているの

かを説明する。 

 

◇ACOP(Art Communi- 

cation Project） 

「みる・考える・話す・

聞く」という、通常、私

たちが持っている４つ

の能力を駆使して、鑑賞

力を養うだけでなく、観

察力、批判的思考力、言

語能力、コミュニケーシ

ョン能力、セルフ エデ

ュケーション能力とい

った総合的な「生きる

力」を育む。 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a: 本課題に興味を持ち、内

容を理解し、意欲的にコ

ミュニケーションに参

加している。 

⇒自分の解釈を導きだし 

他者の意見を受けてさらに

思考を巡らせ新たな解釈を

構築する。他者との相乗効

果を通じて新たな価値を生

むことができる対話型鑑賞

及びコミュニケーションを

目指し、授業に参加してい

るかどうか。 

 

b: 直観を大切にしながら

も、作品のどこからどう

感じるか、その根拠を具

体的に発言している。 

 ⇒何故自分はそう感じる 

のか、作品のどこからそう 

思うのか、根拠をもって論 

理的に説明することが出来 

る。また、その理由・根拠 

が妥当かどうかも検討して 

いるかどうか。 

 

c: 見聞きしたものをその 

まま受け取るのではな 

く、客観的・分析的に捉 

えることでひとつの物事 

から多種多様な解釈を導 

き出せる。 

⇒複数の解釈を得たの 

ち、どれか一つを選択する 

だけでなく、異なる解釈を 

擦り合わせていこうとして 

いるか。 

 

d: なんとなくみるのでは

なく、意識をもって、隅々

までみることができる。 

⇒作品の視覚要素を的確に

みれているか。作品の要

素がみえてくることで、

解釈が深まるような、詳

細な観察をおこなってい

るかどうか 

 

 

 

 

 

 

学習活動の

様子 

 

 

 

鑑賞活動 

の様子や 

発言内容 

 

 

 

グループワ

ークの様子 

 

 

 

 

自己評価 

相互評価 

 



一
学
期 

フ
ォ
ト
デ
ッ
サ
ン 

【絵画】【デザイン】【鑑賞】 

鉛筆によるグレースケール

で形と質感の表現の理解。

正解が目の前にあるので、

できない理由よりも、「どうや

ったらできるか？」を自ら考

え、グループで意見を交換

しながら、より効果的な表現

の方法と手順を模索する。 

 

 

◎ 

 

〇 

 

◎ 

 

〇 

a: 粘り強く主体的に制作に取

り組んだ。課題の主旨を理

解し、意欲的にコミュニケ

ーションに参加している。 

b: 明度の緩急、手順、構成を

工夫した。 

c: 鉛筆描写の技法を習得。 

d: 他の生徒の表現の工夫につ

いて理解している。 

グループワ

ークの様子

や発言内容 

 

制作の様子 

 

制作途中の

工夫や作品 

作品 

ハ
イ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト 

・ 

モ
ザ
イ
ク 

・ 

心
象
風
景
デ
ザ
イ
ン 

【デザイン】【絵画】 

「写す」より「伝え・表現する」

ために、明度差を使って重要

なものがその優先度に従って

見えるように構成する。 

色相と彩度で、暑い寒いなど

の心理効果、飛び出す色・引

っ込む色などの視覚効果、同

系色・対比色・などの心理効

果など組み合わせによって

様々なイメージを決定する。 

 

【鑑賞】 

作者の狙い通りに色彩設計

が活かされているかをグル

ープでディスカッション。 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a: 様々なイメージを創造する

ことを楽しみ、固定観念に

囚われることなく積極的に

チャレンジしている。 

b: 明暗の強弱で画面の中に優

先順位を作り、鑑賞者の視

線をコントロールする。 

c: テーマを明確に絞り込み色

彩を使って再構築をする。

写実との違いを理解する。 

d: 何故自分はそう感じるの 

か、作品のどこからそう 

思うのか、根拠をもって論 

理的に説明することが出 

来る。また、その理由・根 

拠が妥当かどうかも検討 

しているかどうか。 

制作の様子 

 

エスキース 

 

制作途中の

工夫や作品 

 

作品 

 

グループワ

ークの様子

や発言内容 

 



二
学
期 

油
絵
風
景
画 

・ 

身
近
に
い
る
妖
怪
彫
刻 

・ 

コ
ン
セ
プ
ト
作
成 

【絵画・彫刻】 

・自己の内面や取り巻く状況

などから民話や伝記などを

参考にし主題を生成する。  

 

・主題を基に構想を練る。  

 

・思考の流れや発想の基とな

った資料などを、第３者に伝

わるようにアートジャーナル

にまとめる。 

 

・構想を基に自分の表現意図

に合う表現方法を工夫する。 

  

・主題を追及し、表現を深め

る。  

 

・他者の作品から、作者の主

題、意図、創造的な表現の

工夫などを感じ取り、理解す

る。 

 

 

◎ 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a:自己を見つめて表現するこ

とに関心を持ち、表現や鑑賞

の活動に主体的に取り組も

うとしている。  

b：感性や想像力を働かせ、感

じ取ったことや考えたこと

から主題を生成し、表現形式

の特性を生かして、形体、色

彩、構成などを工夫して創造

的な構想を練っている。  

c:意図に応じて材料や用具の

特性を生かし、表現方法を工

夫し、主題を追及している。  

d:他者の作品のよさや美しさ、

作者の心情や意図と表現の

工夫などを感じ取り、作品に

ついて理解を深めている 

ワークシート  

  

アイデア  

スケッチ  

 

制作の様子  

 

アートジャー

ナル 

 

制作途中の 

作品  

  

作品 

 

鑑賞活動の 

様子や発言 

内容  

 



三
学
期 

Ｅ
Ｓ
Ｄ 

（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
） 

貿
易
ゲ
ー
ム
・S

DG
,
S 

 

よ
り 

各
国
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
作 

【映像メディア表現】  

【鑑賞】  

私達とその子孫達が、この

地球で生きていくことを困

難にするような問題につい

て考え、立ち向かい、解決

するために以下２点の観点

で学び、表現する。①人格

の発達や、自律心、判断力、

責任感などの人間性の向上

②他人との関係性、社会と

の関係性。 

 

「貿易」が世界の人々の暮

らしにどのような影響を与

えているかを、疑似体験を

通して理解する参加型ワー

クショップ。世界の貿易シ

ステムを理解し、討議しな

がら、仮想世界でより良い

国づくりのための魅力的な

プロモーションパワーポイ

ントの制作。 

 

・各国で個々のアイデアを

持ち寄り、アイデアスケ

ッチ（絵コンテ）を作成

する。  

  

・各国で協力して、一学期

に学んだ色彩設計を基に

デザイン構成。国旗デザ

インや、画像収集、撮影、

ビジュアルを工夫したグ

ラフや表の作成。 

 

・相互鑑賞  

  プレゼンテーション 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

a:目的を基に写真やコンピュ

ーターなど映像メディアの

特性を生かして表現するこ

とに関心をもち、表現や鑑賞

の活動に主体的に取り組も

うとしている。自分の解釈を

導きだし他者の意見を受け

てさらに思考を巡らせ新た

な解釈を構築する。他者との

相乗効果を通じて新たな価

値を生むことができるコミ

ュニケーションを目指し、授

業に参加しているかどうか。 

  

b:映像メディアの特性を踏ま 

え、目的を基に主題を生成し、 

視点や動きなど視覚的要素を 

工夫して表現の構想を練って 

いる。何故自分はそう感じる 

のか、根拠をもって論理的に 

考え、その理由・根拠が妥当 

かどうかも検討している。 

  

c:カメラやコンピューター、プ

ロジェクターなどの様々な

用具の特性を理解し、効果的

な表現方法や編集を工夫し

て表現している。  

 

d:映像メディア表現の特質や

視覚的効果を生かした独自の

表現効果などを感じ取り、作

品の主題や作者の表現意図、

効果的な表現の工夫などを読

み取り、作品や作者について

理解している。 

 

グループワ

ークの様子

や発言内容 

 

制作の様子 

  

ワークシート 

  

アイデア 

スケッチ  

 

制作途中の 

作品  

  

鑑賞活動の 

様子や発言 

内容  

 

作品 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


